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五、 再 処 理 施 設 の 工 事 計 画

(注)　(1) 使用済燃料の受入れ及び貯蔵に必要な施設の試験のために、使用済燃料 (約 50 t・Upr) を受け入れる。

　　　 (2) ウラン試験は、劣化ウランを用いた模擬燃料集合体等 (約 60 t・U ) を使用して行う試験をいう。

　　 　(3) しゅん工とは、再処理設備本体等に係る使用前検査の合格をいう。

　　　 (4) 使用済燃料輸送容器保守設備及びそれに係る設備は、再処理事業開始後50か月以内に設置する。
  　   (5) 第１ガラス固化体貯蔵建屋西棟及び西棟に係る施設は、しゅん工後３年以内に設置する。
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別 紙 

  

使用済燃料の取得計画及び予定再処理数量 

 

 

（単位：t・Upr） 

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
年度 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

取得計画 8 24 96 340 312 0 524 425 557 523 551 711 702 800

予定 

再処理数量 
        140 392 373 533 694 800

貯蔵量 8 32 128 468 780 780 1304 1729 2146 2277 2456 2633 2641 2641

 

注：・t・Uprは照射前金属ウラン質量換算。 

・数値は端数処理しており、一致しない場合がある。 

  ・貯蔵量は輸送容器（キャスク）に収納されている使用済燃料も含む。 

  ・アクティブ試験（H18.3～H19.11）に用いる使用済燃料は、約 430 t・Uprである。 
 

（参考） 

平成１８年３月に公表した計画 

（単位：t・Upr） 

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
年度 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

取得計画 8 24 96 340 312 0 524 425 557 550 650 800 800 800

予定 

再処理数量 
        238 400 427 587 747 800

貯蔵量 8 32 128 468 780 780 1304 1730 2049 2199 2422 2635 2688 2688

 

注：t・Upr は照射前金属ウラン質量換算。 
   貯蔵量は輸送容器（キャスク）に収納されている使用済燃料も含む。 

 

 

 




